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新年あけましておめでとうございます。

昨年一年間皆様と協力し合いながら、自治会の行事を進められたこと深く感謝します。私たちの絆は多くの困難を乗

り越えられる力になると思います。

昨年は元日から能登半島を震度七の地震が襲い、夏から秋にかけては台風やゲリラ豪雨による土砂災害など自然災害

が相次ぎ、また犯罪では「匿名・流動型犯罪グループ」などの闇バイトによる様々な犯罪が横行しました。ゆりの木北

自治会ではそれらに備えて、情報発信・受信に力を入れ災害時の電力確保用充電器や簡易無線機を常備し自治会のホー

ムページを開設し情報発信できるようにしました。是非閲覧をお願いいたします。

本年も自治会員の交流が盛んにし、防災・防犯活動で安心・安全そして楽しいゆりの木北団地にしていきたいと思い

ます。

光が丘パークタウンゆりの木北自治会
会長 田中 奨

～すばらしい１年となりますように～

〔今号の主な記事〕

・新年の会長挨拶 (1面)

・清掃スタッフとの懇親会報告 (2面)

・秋の板橋クリーン作戦の報告 (2面)

・サロン通信 (3面)

・賃貸住宅 署名・カンパの報告 (3面)

・ゆり北防災訓練のお知らせ (3面)

・クリスマスフェスタ開催 (4面)
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毎年1回開催している団地内の日常の清掃をしていただい

ているスタッフの方々との懇談会（定期協議）を11月25日

に開催しました。会は自由討議形式でスタッフの日常の業

務や懸案になっていること、気付いたことなどについて話

し合いました。

勤務体制 (①スタッフ5人 ②午前中は各号棟の周辺、

午後は各号棟内の清掃 ③他に2ヶ月に1回、年1回の特別清

掃)は変わっていないことを確認の上、清掃スタッフから以

下のような話がでました。

・今年から始まったプラスチックゴミの資源回収には皆さ

んきちんと対応してくれている。

・今年は11号棟と12号棟の間のゴミ置場でプラスチックネッ

ト、その周辺で自転車が燃えるという不審火があった。ま

た 14号棟北側の軒下で子供による火遊びがあり、住民の通

報で大事にはならなかったが危険な事件であった。

・夏祭りの後、タイルのシミが落ちていないとのクレーム

があったが、薬品を変えるなど特別のことをするのは日常

業務の中では難しい。

・補強のためビニールテープなどをぐるぐる巻きにした段

ボールはリサイクルできない。可燃ゴミに入れて欲しい。

・外部からゴミ置場のゴミを漁っていく人がいる。近頃は

フライパン、電気製品のコードなど金属を持ち去るケース

が多い。その時にゴミを散らかして探していくのも困って

いる。

出された問題などについては住民のご理解とご協力なく

しては改善されないものもあります。日々クリーンな団地

のために尽力されているスタッフの方々のいることを忘れ

ることなく、ゴミは決められた方法で正しく出していきた

いと思います。いつまでも清潔で綺麗で住みよい団地であ

り続けるためにご協力ください。

（生活環境部）

賃貸棟清掃スタッフとの懇談会（定期協議）報告

「秋の板橋クリーン作戦」（団地内一斉清掃）の報告

団地内の一斉清掃は、みんなで行動して、きれいで住みや

すい環境（団地）をつくるためにはじめられた春と秋年二回

のゆりの木北団地の長い歴史を持つ年中行事（大掃除）です。

今年も区の「秋の板橋クリーン作戦」に参加する形で11月

24日の日曜日に団地内一斉清掃を実施しました。当日は天気

も良く234人の参加をいただき無事に実施することができま

した。

特に今回は赤塚新町小の生徒たちが学校行事の一環として

参加してくれました。「学校の周りを自分たちできれいにし

たよ」という気持ちを持って帰ってくれたら嬉しいですね。

大掃除は午前10時から田中自治会長・鈴木管理組合理事長

の挨拶の後、植栽担当理事より植え込みの中の落ち葉は片付

けずに置いておくなどの要望があり、堆肥化する落ち葉での

土地の改良を試験的に行なっているとの説明がありました。

参加された方々には各居住棟の周辺通路・植え込み・駐輪

場・側溝・ゆりの木通りの掃除を1時間を目途に行っていた

だきました。けやき木通りの清掃は例年どおり「ゆりの木会」

にお願いをしました。

清掃の結果は、大量の落ち葉など45Lのごみ袋240個の可燃

ごみが収集されました。ご協力ありがとうございました。

終了後は用意したソフトドリンクをお配りして解散しまし

た。 （生活環境部）
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2024年賃貸住宅 署名・カンパの報告

「安心して住み続けられる公団住宅をめざす」署名・

カンパの取り組みについての報告いたします。

賃貸住宅、1、11、12、13、14号棟において、11月初旬

から下旬まで署名・カンパを号棟各階毎に行いました。

各号棟の居住者の皆様にはご協力を頂き、本当にありが

とうございました。

集まった署名カンパは都市再生機構理事長宛に、128世

帯、246人、国土交通大臣宛に122世帯、236人でした。カ

ンパについては、128世帯、71,500円となりました。

2024年12月9日（月）日本教育会館で全国公団住宅住居

者総決起集会が開催され住居者一人一人の願いを込めた

要望署名は、都市再生機構理事長、及び国土交通大臣に

提出されました。

（住宅対策部）

ゆり北防災（避難）訓練のお知らせ

本年度の訓練は避難訓練とし、午前8時00分に発災（震度

6～）したとの想定で、下記の要領により赤塚新町町会と合

同で実施します。多数のご参加をお願いいたします。

日時：1月26日(日)午前10時00分～12時00分

場所：赤塚新町小学校体育館(10時00分集合）

（主な訓練内容）

①安否確認訓練(当日の午前8時30分までに安否表示板を玄

関ドアに貼付）

※避難訓練に不参加の場合でも安否確認の訓練にはご参加

下さい。

②避難訓練(各自、自宅から赤塚新町小学校体育館まで避難）

③避難所開設訓練

ａ)避難者受入れ訓練（参加者の受付、要支援者含む）

ｂ)マンホールトイレの組立・設置

ｃ)避難スペースの区画割体験（間仕切り段ボール組立含

む）

ｄ)物資配給（参加者に対する防災用品の配布）

ｅ)その他

※以上の訓練内容は予定です。詳細は後日掲示のポスター

を参照ください

安否表示板

縦10.5cm×横15.0cmのマグネットシートです。

※安否表示板が無い方はお近くの自治会役員に申し出て

下さい。

※防災訓練当日にも用意しますので必要な方は申し出て

下さい。

（防犯防災部）

11月20日の映画会は「山の郵便配達」を上映し、11名が

鑑賞しました。

27日のサロンは7月、集中豪雨で中止した「お元気度測定」

を開催し、13名が参加しました。

内容は、問診25項目の「板橋区元気力（生活機能）チェッ

クシート」で元気力をチェックし、その後、「5ｍ歩行」

「前方リーチテスト」「左右の握力測定」「片足立ち」

「30秒間立ち上がりテスト」の5項目を実測しました。

結果は各人それぞれで、良い部分は如何に維持するか、

平均値以下の部分についてはどんな事をすれば良いかとア

ドバイスがありました。毎年実施して、ご自分の現状を把

握することが大切ですね。

その後、「下赤塚支え合い会議」の林先生による、椅子

に座ってできる体操指導があり好評でした。

来年も実施予定ですので、是非ご参加下さい。

（福祉部）

サロン通信
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クリスマスフェスタが開催されました

ゆりの木商店街で開催される冬の恒例イベント「ゆり

の木クリスマスフェスタ」が、12月7日（土）と8日（日）

の2日間、冬晴れの快晴の中で開催されました。初日は日

差しがあり穏やかな一日でしたが、2日目の午後からは風

が冷たくなり、肌寒くなりました。

ゆりの木商店街前広場では、ステージイベントやワー

クショップ、マルシェが開かれ、板橋・練馬の作家さん

やお店が大集合しました。

ステージでは、夏祭りに参加したミュージシャンによる

ライブが行われ、大人を中心に観客が楽しんでいました。

また、淑徳大学パネルシアタークラブ「PITAPETA」のス

テージでは、子どもたちが大勢集まって聞いていました。

今回初めて参加したキッズチアダンスはとてもかわいら

しく、多くの人が撮影していました。2日目の最後のステー

ジでは「ジャンボリミッキー」が披露され、大人も子ど

もも楽しく踊り、その後、大勢の人が見守る中でイルミ

ネーションの点灯式が行われ、拍手で盛り上がり、2日間

のイベントは無事終了しました。

たき火では、子どもたちがマシュマロを串に刺して楽

しそうに焼いていました。ワークショップには7店舗が参

加し、多くの人が訪れていました。

商店街の北側ではマルシェが開かれ、2日間で食品を扱

う10店舗と雑貨を扱う13店舗が出店しました。特に2日目

は、大勢の買い物客で賑わいました。

空中公園では、8つのワークショップが開催され、多く

の親子連れが訪れました。また、「なぞなぞ歩き」では、

子どもたちが団地内の店舗に貼られた謎解きに挑戦しな

がら、楽しそうに歩き回る姿が見られました。自治会役

員は、音響設備の準備、たき火やワークショップ、受付

など、運営のサポートを行いました。また、東京家政大

学尾崎ゼミの学生たちや淑徳大学の学生も運営やワーク

ショップに参加し、イベントを盛り上げてくれました。

（広報部）

●出店者様情報

hana*/N.me/カラフル☆コットンテイル/kiki aroma/

plume(プルーム)/cf tocotoco/aoworks/ouchi-ilo/

atelier boe/とりどり工房/torico/Cashatto Photo/

東京家政大学/Beppin-san＆Original Color/NPO法人自然

工房めばえ/KampoBeautyProject～漢方美人計画～/NP/

mutsumi coffee/OKL Corporation/J smile kids/

気仙沼屋/東京アオヤス/イタリアごはんとおやつcurari/

takutomo/Frog Studio 手しごと部/RWG(ルワッグ)/

torico/スワンベーカリー/手仕事の時間

たき火 マルシェ 葉脈標本作り

なぞなぞ歩き

ステージ

ゆりの木北自治会ホームページ

https://yurikita.stars.ne.jp/


